
後ろ向き研究・症例報告・学会発表・論文投稿インフォームド・コンセントについて

※１：インフォームド・コンセントを省略するかわりに、研究情報をホームページへ掲載したり研究対象者が確認できる場所への掲示など、

　　　 研究対象者が容易に知り得る状態に置き、通知又は公開し、研究対象者等が拒否できる機会を保障する必要がある。

　　　 原則、医学研究を行う場合は説明と同意が必要だが、後ろ向き研究の場合同意が困難である。しかし同意が無い場合、倫理指針　　　 

　　　 不適合とみなされ、学会や投稿誌から不採用の判断を受ける事が考えられるので、少なくともホームページ上でのオプトアウトが必要。

症例報告と研究発表の違い

・症例報告→１～３例の稀少な症例の報告

・研究発表→３例以上の症例を科学的に検討した研究

オプトアウト※１

（院内掲示、ホームページへ
の掲載等）

オプトアウト、もしくは
後ろ向き研究用の

同意書取得

可能であれば
症例報告用同意書取得

症例報告

後ろ向き研究
学会発表
論文投稿

診療情報のみ

保存検体等
試料使用

後ろ向き研究として
倫理審査委員会申請・承認

後ろ向き研究として
倫理審査委員会申請・承認

診療情報取得

診療情報取得

診療情報取得
保存検体使用

症例報告

学会発表




